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第 6回 運転保守指針検討会 議事録 （案） 

 

1. 開 催 日 時： 2024 年 10 月 21 日（月）10 時 00 分～10 時 30 分 

2. 開 催 場 所： 一般社団法人 日本電気協会 ４階 C 会議室（Web 併用会議） 

3. 出  席  者： （順不同，敬称略） 

  出 席 委 員：松澤主査(東京電力 HD)，米澤副主査(日本原子力発電)，志和屋(関西電力)， 

花木(日立 GE ﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ)，黒岩(三菱重工)，鈴木(中部電力) ，平原(九州電力)， 

明石(四国電力)，西(東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ)，宮道(中国電力)，近藤(北海道電力) 

               (計11名) 

 代 理 出 席：なし (計 0 名) 

 欠 席 委 員：大塚(北陸電力) ，伊藤(東北電力) (計 2 名) 

説 明 者：なし                               (計 0 名) 

オブザーバ：なし (計 0 名) 

事 務 局：梅津，田邊(日本電気協会） (計 2 名) 

 

4. 配布資料 

No.6(1)-1 運転保守指針検討会委員名簿 

  No.6(1)-2 運転保守指針検討会委員名簿（日程調整） 

  No.6(2)   第 5 回 運転保守指針検討会 議事録 （案） 

  No.6(3)   軽水型原子力発電所の運転保守指針（JEAG4803-1999）の廃止に向けた対応について 

（中間報告） 

 

 

5. 議 事  

事務局より，本検討会にて私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律及び諸外国の競争法に

抵触する行為を行わないことの周知徹底が行われた後，松澤主査の挨拶があり，その後議事が進めら

れた。 

 

(1) 代理出席者，委員定足数，常時参加者，説明者，オブザーバ，配付資料の確認 

事務局より，出席委員数は現時点において11名であり，分科会規約第13条（検討会）第15項の決議

に必要な委員総数の3分の2以上の出席を満たしていることが確認された。また，事務局より説明者1

名の紹介があり，その後配付資料の確認を実施した。 

 

(2) 前回議事録の確認 

事務局より，資料No.6(2)に基づき，前回議事録の紹介があり，正式議事録にすることについて分科

会規約第13条（検討会）第15項に基づき決議の結果，特にコメントはなく，出席委員の5分の4以上の

賛成で承認された。 
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(3) JEAG4803-1999 廃止に向けた状況報告 

主査より， 資料 No.6(3)に基づき，JEAG4803-1999 の廃止に向けた対応について説明があった。 

 

主なご意見・コメントは下記のとおり。 

 P7 のスケジュールについて，本検討会までの実績を更新すること。 

 技術資料の構成検討については，スケジュール上は第 2 四半期中に確定となっているが，まだ確定

していないという認識。 

→ JEAG4803-1999 一式に表紙を追加するという構成を考えている。JEAG4803-1999 の一部用語の

見直しは必要かもしれない。表紙には，JEAG4803-1999 の廃止に至った理由等を記載する。 

→ 技術資料の構成については，本検討会で確定とする。P7 のスケジュールも更新する。 

 先行して安全設計分科会で作成している技術資料が参考になると伺っていたが，情報はあるか。 

→ 事務局だが，有毒ガスに係る技術資料が発行済み。ただし，当該技術資料は当初新規の規格として

作成したものであり，本検討会で作成しようとしている技術資料とは成り立ちが異なるため，参考

とするのは難しいと思われる。 

 P8 以降は検討会までとし，分科会への報告には用いない。資料中で参照としている個所も削除す

る。 

 

 本日のコメントを反映した資料を用いて，規格制改定時の中間報告に準じて分科会へ報告したい。 

○ 特に異論がなかったので，本検討会でのコメントを反映した資料に基づき，11 月 7 日の運転・保守

分科会で報告を実施することについて，分科会規約第 13 条(検討会)第 15 条に基づく決議の結果，

出席委員の 5 分の 4 以上の賛成で承認された。 

 

(4) その他 

事務局より，今後の予定について以下の通り紹介があった。 

 11 月 7 日に運転・保守分科会に状況報告を実施 

 12 月 25 日に原子力規格委員会に状況報告を実施 

 2 月上旬に分科会及び 3 月度の原子力規格委員会へ上程し，書面投票予定 

 順調に進めば，4 月以降に公衆審査を経て，正式に廃止 

 その後，技術資料の上程に進む 

分科会の中間報告で大きなコメントが出た場合には，12月に検討会を開催する可能性がある。2月

の分科会上程前には検討会開催が必須と考える。 

 

 

以 上 

 


